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保育所等における保育の質の確保・向
上に関する検討会（第２回）

資料
１－４平成３０年６月１２日



一人ひとりのアイデンティティ
多様性が活かされる社会へ

〜幼児教育から始まる〜

仁慈保幼園

妹尾正教
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• 平成14年度より、保育を180度変えた

• 全員で同じ事をおこない、同じ目標

• 保育者の指示命令

• 自分で考えさせない

• 管理的考え方
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• 集団と個（１）

個

社会・集団 5



集団と個（２）

個
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幼児教育から40〜50年後の社会へ
• 方法論を論じる前に、「哲学」と「議論」が必要

理念･哲学を言葉にして共有する（法人･園長）

• How to にしない（方法論ばかり、正解を探す）

「何が正解ですか？」

「どうしたら正しいのですか？」

「どういう方法だったら良いのですか？」

• どのような社会を目指すのか。教育が直結している。

• 「個の充実」という視点、特に「主体であること」の自覚と能力

• 保育室･教室を開く！市民になる力を育てる。民主的社会の担い手「シ
ティズンシップ教育」を考える
〇自分の意見を言えることが大事という感覚
〇異なる意見と積極的に調整する力
〇異なることを豊かと感じる感性の涵養。
〇決めたこと、わかったことは実践する感覚等。
〇コミュニティへの主体的な帰属感覚。

• より良い実践は、子どもを中心とした試行錯誤の中から生まれる
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子どもに何を願っているのか？

〇自分の足でしっかりと立って、人生を歩んで欲しい

〇自らがつかみ取る

〇主体性とは

五感を使った様々な経験を豊かにし、自らの経験を元に表
現を行う。自ら考え判断し、自分で物事の意味を考えながら
生きる。

（豊かな経験、多様な文化･地域･自然と関わる）

〇【学びの芽】を育てる（プロジェクト･アプローチ）

知るって面白い、探求するって面白い、人と対話をし
ながら生み出すって面白い

〇文化･環境の中で育つ 8
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その人の規範となる
価値観

五感を通した体験

＋

心が揺さぶられる



※シチズンシップとは

• 市民性

• 子どもたちが将来市民としての充分な役割を果たせるよ
う、近年欧米諸国では「シチズンシップ教育が」導入さ
れている。

• 生まれながらにして、子どもを市民としてみること
（20歳から社会人ではない）

• OECDの次の目標は、0歳からの市民教育

• 民主的･多様な社会を目指す
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保
育
者
の
願
い

子どもの願い

保育者の主体性

子どもの主体性

奇跡（ミラクル）
共感・ワクワクドキドキ

放任

大人と子どものベクトル（向いている方向）の違い
これで人は育つのか→モヤモヤ
詰め込み 知識の伝達
教育とは？
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「匂い」から広がる興味の世界

このお花良い
匂いがするよ

４月６日



～大変！香水がへんなにおいになっちゃった！～

（４月１４日）
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～本物の香水はどうしてくさくならないの？～

（４月１５日）

～香水屋さんに聞いてみたい！～
（４月１６日）

話し合い

「図書館で調べる」

「お家の人に聞いてみる」

「もう一度作ってみる」

「香水やさんに聞いてみる」

「香水やさんはどこにあるの？」

↓

家庭で聞いてくる



～香水屋さんに出かけよう！～ （４月２４日）
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質問

①僕たちの香水はどうして腐ったので
すか？

②本物の香水は何から出来ています
か？

③私たちの腐った香水は直りますか？

④なんの香水がありますか？

アルコールが必要
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～本物の香水を作りたい！アルコールを手に入れよう～

（５月１日～）

無水エタノールって？
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～お家の人の力を借りて、香水作りに挑戦

ハーバルエッセンス作り ～ （５月１２日）
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～「匂い」から その背景に興味を持つ～

（６月１３日）

「海みたいなさわやかな匂い」

「おいしそうな匂い」「臭い」「変な匂
い」

「ハエが好きな匂い」
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保育をデザインするため
に積み重ねてきたもの

キーワードは「対話」

研修や保育を高める取り組み



①保育の理念・哲学の共有

リーダーの役割
未来を見て哲学を生み出す
言葉にする
多様性を認める社会
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毎月行う定例法人研修
その時々の課題を園長会で出し合い
即時性を持ったテーマを扱う。
Skypeを活用しながら、一体感、共有感を
大切にしている。

「法人は大きな一つの園である」
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「クラス単位の会議」

他園の保育士同士で助言をし合う
Skypeの活用

各年齢毎の課題を、
同法人内の園とを繋ぎながら
意見を交わす。

対話が常にキーワードである
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定例法人研修

五感を大切にするため、保育士も素材の研究を
ワークショップを中心としながら行っていく。

24



②記録（写真・文章）
• 子どもの声に耳を傾ける

• 子どもの内面を探る手がかり。今を知る。

• 応答的関係を築く → 保育の基本
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③保育士同士の対話 Web
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「社会･生活･自然」との関わりの中で、
「自己との対話」を通して成長する。

五感(六感） 表現

･モノ（絵画･造形等）
･音
･身体
･言葉

･視覚
･聴覚
･嗅覚
･味覚
･触覚

Input Output



●音 扉の開閉音・生活音・くしゃみ・歌・声(高い、低い)・
カラスの声・スプーンで机を叩く・網戸ガリガリ・雨

●感触 洋服のボタン・棚のねじ・ドアのレール・ほくろ・もこ
もこのラグ・床を爪で引っ掻く、指でトントン叩く・
ビニール袋・風船を噛む・テラスの土や葉っぱ

●風 カーテンが風でふわっと揺れる様子

●温度 おしぼり・ミルク・ドアのレール(ひんやり冷たい)・水

●鏡 玩具が映って取ろうとする・スプーンに映った自分の姿

●行為 めくる・つまむ・開く・玩具の写真をはがす

●棚 通り抜けたい、入りたい・隙間(狭い場所)が好きetc…

子どもの興味・関心を話し合う

モノとの対話
乳児の実践から

「子どもたちの姿から見えてきたこと」
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ＷＥＢの作成
複数の保育士が多面的に語り合い、地図を描く
（保育をデザインする）
環境構成、個別の対応言葉かけを考える（計画）

29



環境や日常の中に落とし込んでいく
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様々な素材に触れる
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雨の日 音と色の世界
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④ドキュメンテーション
ポートフォリオ

保育者の振り返りと語り合い

保護者をつなぐ鍵
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⑤子どもとの語り合い、情報共有

個別

全体は朝夕２回
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⑥地域との関わり
シチズンシップ

市民としての子ども

保護者･地域との関わり
文化の中で育てる
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保護者との協同

子どもの興味を活かすため
保護者も特技、趣味を活かし合う
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子どもの興味を活かすため
保護者も特技、趣味を活かし合う
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【当法人としての課題】

〇「対話」の中からより良い実践が生み出されていく

そのため、対話を生み出す時間と人的確保が課題。

〇年々、書類が増えていく。求められていく。

書類の合理化

書類作成の時間

例：8時間労働の内、7時間は子どもと向き合う。

残りの1時間に、記録等の事務作業

そのための、人的確保、書類の合理化、簡素化

〇方法論･How to にならないように、哲学･理念･方向性

を考える。理念を文書だけの形骸化しない。

〇語り合う文化の醸成（法人も保育士も保護者も保育を語る）
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